
平成25年度広域地方計画のモニタリングにおける意識調査結果（参考資料） 

■調査概要 

１．回答者属性 

（１）性別 

（２）年代 

【目 的】計画の策定から概ね 10 年間における国土づくりの方向性を示す計画として、
「国土形成計画（全国計画）」及び「国土形成計画（広域地方計画）」等の長

期計画の策定や推進等に関する参考資料とするため、各地域における暮らしの

実感や今後の国土政策上の課題等について調査を実施。

【調 査 主 体 】国土交通省

【調査対象者 】北海道・沖縄を除く 45都府県在住の 20歳～69歳の男女
【調 査 方 法 】Webアンケート形式
【調 査 期 間 】2013年 6月 11日（火）～2013年 6月 20日（木）
【有効回答サンプル】8,000サンプル（うち、中国圏 1,000サンプル）
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（３）居住地（都道府県別） 

（４）居住地（市町村別） 

（５）通算居住年数 
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全圏域共通設問 

２．居住地の評価 
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３．居住地、訪問頻度の高い地域、将来住みたい地域とその魅力 

（１）現在お住まいの圏域以外で、最も訪問頻度の高い地域 

（２）上記設問について、その地域を訪問する主な理由（目的） 
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中国圏域以外で、最も訪問頻度の高い地域 (n=1,000）

近畿圏への訪問頻度が最も高い。 

旅行・レジャーを目的とした

訪問が最も多い。 



（３）居住している地域について魅力を感じている事項 

（４）将来居住したい地域 
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多くの圏民が将来的にも中国圏での

居住を希望している。 
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居住している地域で魅力を感じている事項

（３つまで選択可）

社会基盤整備の充実に関する評価

は、全国値に比べるとやや低い。 

中国圏の安定した土地

柄に対する評価が高

く、全国値を大きく上回

っている。 



（５）将来居住したい地域について魅力を感じている事項
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地域について感じ

る魅力と同様に、

中国圏、全国とも

に、将来的にも、安

定した土地柄を求

めている。また、交

通ネットワークの充

実を求めている。 



（６）３０年後の我が国の国土について展望したとき、解決に向けて重要と思う現象 

（７）３０年後の我が国を考えたときに、重要と思うもの  

（８）人口減少に伴う社会・経済の活力低下を防ぐため重要と思う事項 
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人や地域のつながり（地域コミュニティ）が維持されている社会

良好な景観が形成された美しい国土

地域間の交流が活発に行われている社会

東アジアなどの外国との交流・連携が活発に行われている社会

３０年後の我が国を考えたときに、重要と思うもの

（3つまで選択可）

全体 中国圏

（全体：n=8,000、中国圏：n=1,000）
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技術進歩を図る

一定の外国人を受け入れる

全体 中国圏

人口減少に伴う社会・経済の活力低下を防ぐため重要と思う事項

（全体：n=8,000、中国圏：n=1,000）
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生産年齢人口(15歳以上65歳未満の人口)の大幅減少
に伴う労働力の減少

医療、買い物など生活関連サービスの確保が困難とな

る地域の増加

温暖化による生態系の変化

過疎地域の増加及び里地里山の無居住化

東京など大都市への人口集中

道路や上下水道といった既存の社会インフラ設備など

の維持管理費の増加

３０年後の我が国の国土について展望したとき、解決に向けて重要と

思う現象（2つまで選択可）

全体 中国圏

（全体：n=8,000、中国圏：n=1,000）

「地震や水害など

の災害に強い国

土」や「治安が確保

された安全な社

会」など、安心安全

な社会の構築が重

要視されている。 

「子どもを産みやす

く、育てやすい環境

をつくる」ことが重

要視されている。 

「高齢者単独世帯

の増加」などが重

要視されている。 



（９）経済成長著しい東アジアと我が国が一層の交流・連携を深めるために重要と思う事項 

（10）地域の団結、地域間の交流・連携により、魅力的で質の高い生活環境を維持し、持続可能で暮

らしやすい地域を形成するために、重要と思う事項

（11）今後１０年間で重点的に対策を講じてほしい自然災害  
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市町村を越えた地域連携による医療・福祉、子育て等の体制の充実

利便性に優れた交通手段の確保

水・緑豊かでうるおいや景観に配慮した環境整備

中心市街地に公共施設や商業施設などが集積していることを活用した、

歩いて暮らせるコンパクトなまちづくりの推進

耐震性、環境性能に優れた質の高い住宅の形成

地域資源を活かした美しく暮らしやすい農山漁村の形成

「二地域居住」等の活用による都市と農山漁村等の人材交流

条件の厳しい地域（離島、半島、豪雪地域等）への支援

全体 中国圏

地域の団結、地域間の交流・連携により、魅力的で質の高い生活環境を維持し、

持続可能で暮らしやすい地域を形成するために、重要と思う事項（３つまで選択可）

（全体：n=8,000、中国圏：n=1,000）

42.5%

34.6%

33.2%

30.9%

30.2%

28.7%

42.9%

35.7%

31.5%

31.4%

29.5%

29.0%

0% 20% 40% 60%

東アジアとのビジネス交流（投資、技術支援

等）の充実

航路や航空路線などの東アジアとの交通

ネットワークの充実

日本発の映画、アニメ、食文化等の積極的

な発信

東アジアからの観光客の積極的な誘致

東アジアからの留学生などの多様で優秀な

人材の誘致・交流

東アジアにおける環境・渋滞問題などの都

市問題への国際協力

全体 中国圏

経済成長著しい東アジアと我が国が一層の交流・連携を深めるために

重要と思う事項(2つまで選択可)
（全体：n=8,000、中国圏：n=1,000）

79.9%

85.5%

27.4%

43.4%

30.0%

21.4%

11.1%

1.3%

85.2%

82.2%

39.4%

39.3%

28.8%

15.5%

8.1%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

台風・豪雨による災害

地震による災害

土砂災害

津波による災害

落雷・突風による災害

降積雪による災害

火山の噴火による災害

その他

全体 中国圏

今後１０年間で重点的に対策を講じてほしい自然災害

（3つまで選択可）
（全体：n=8,000、中国圏：n=1,000）

東アジアとのビジネ

ス交流が重要視され

ている。 

医療・福祉、子育て

等の体制の充実が

最も多く、次いで利

便性に優れた交通

手段の確保が重要

視されている。 

中国圏、全国ともに台風・豪雨、

地震、津波を重要視している。 

また、中国圏は全国と比べて、

土砂災害についても重要視して

いる。 



（12）東日本大震災の経験を踏まえ、災害に強い国土を形成するために重要と思う事項 

（13）国土の荒廃を防ぐために参加したいと思う活動 

44.2%

40.9%

40.0%

27.4%

26.3%

26.1%

28.2%

23.4%

19.1%

13.6%

10.9%

42.1%

41.4%

36.5%

29.4%

27.8%

27.4%

26.3%

25.1%

19.9%

14.1%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

災害時の緊急輸送ルートや連絡手段の確保

エネルギー供給の分散化(多様化)に向けた再生可能エネルギーの
積極的な活用

社会資本の老朽化・耐震化対策

被災者の救出・保護・移送・医療・帰宅体制の整備

国・自治体による広域防災拠点の整備

災害後の生活再建支援策の充実

津波避難ビル、高台への避難路などの避難施設整備

被害を最小限に抑えることを目的としたハザードマップ(※)の整備

防災意識改革や防災教育の充実

住民参加による防災訓練の定期的開催

地域住民で構成される、消防団等の自主防災組織の活動強化によ

る地域の防災力向上

全体 中国圏

東日本大震災の経験を踏まえ、災害に強い国土を形成するために

重要と思う事項（3つまで選択可）
（全体：n=8,000、中国圏：n=1,000）

2.4%

1.9%

2.1%

1.7%

7.8%

7.4%

11.3%

10.3%

12.0%

10.6%

23.8%

23.4%

35.8%

34.9%

39.6%

39.4%

42.6%

41.5%

31.4%

33.0%

28.5%

29.1%

14.0%

15.2%

19.1%

20.0%

17.8%

19.2%

11.8%

12.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中国圏

全国

中国圏

全国

中国圏

全国
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林
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国土の荒廃を防ぐために参加したいと思う活動

既に参加している 参加したい
どちらかと言えば参加したい どちらかといえば参加したくない
参加したくない

（全体：n=8,000、中国圏：n=1,000）

里山などの森林や農地の
管理作業を手伝うボラン

ティア活動

森林や農地を守る活動を

しているＮＰＯなどに対し
て寄付などの資金面で協
力する

国産品を積極的に購入す
るなど、間接的に森林や

農地を守ることに貢献する

参加している・したい 参加したくない 

「災害時の緊急輸送ルート

や連絡手段の確保」、エネ

ルギー供給の分散化に向

けた再生可能エネルギー

の積極的な活用」、「社会

資本の老朽化・耐震化対

策」が重要視されている。 

積極的な参

加意思を含め

ても低い状況

である。 



（14）居住する地域で参加したいと思うＮＰＯやコミュニティの活動

1.9%

2.2%

3.1%

2.6%

1.6%

2.5%

5.1%

4.8%

6.2%

4.5%

1.5%

2.1%

2.4%

2.2%

13.1%

11.4%

10.8%

11.6%

9.1%

10.0%

13.7%

12.8%

12.6%

14.5%

13.3%

14.4%

10.5%

11.2%

41.3%

42.3%

36.8%

35.5%

37.6%

38.0%

38.1%

37.7%

43.9%

41.8%

43.7%

41.0%

40.9%

39.1%

29.2%

29.1%

31.9%

32.4%

35.6%

33.5%

28.1%

28.8%

24.7%

25.2%

27.9%

27.9%

29.0%

29.0%

14.5%

15.0%

17.4%

17.9%

16.1%

16.1%

15.0%

16.0%

12.6%

14.1%

13.6%

14.6%

17.2%

18.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中国圏

全国

中国圏

全国

中国圏

全国

中国圏

全国

中国圏

全国

中国圏

全国

中国圏

全国
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既に参加している 参加したい

どちらかと言えば参加したい どちらかといえば参加したくない

参加したくない

居住する地域で参加したいと思うＮＰＯやコミュニティの活動
（全体：n=8,000、中国圏：n=1,000）

高齢者、障害者や被災者など

への支援活動

地域の子育て支援のイベン

ト、講座

消防団や防犯ボランティアな

どの地域の安全を守る活動

祭りを始めとする地域を活性

化させるイベント

良好な景観や環境づくりのた

め、公園や河川敷における植

樹、清掃活動

地域の公的施設の管理運営

地域で活動しているＮＰＯなど

に対して寄付などの資金面で

協力

参加している・したい 参加したくない 



中国圏独自の設問 

（1）中国圏がさらに魅力ある観光地に発展していくために、どのようなことが重要か 

（2）中山間地域等の集落における生活者の生活サービスの向上や生活基盤の充実のために力を入れ

ていくべき事項 

24.8%

21.9%

17.9%

17.3%

17.2%

0.9%

0% 10% 20% 30%

里地・里山の維持保全や瀬戸内海の環境保全

国内の観光客に向けた広報の強化

グリーンツーリズムなど体験・滞在型ツーリズムの推進

地域資源を活かした新しい観光商品の開発

外国人観光客の誘致に向けた広報の強化

その他

中国圏がさらに魅力ある観光地に発展していくために、どのようなことが重要か

(n=1,000)

37.3%

16.2%

14.1%

12.3%

10.3%

9.0%

0.8%

0% 20% 40%

医療・福祉・介護の充実

集落の実情に応じた交通機能・生活環境の形成

都市住民のふるさと回帰の促進

農林水産業の再生・経営の高度化

集落コミュニティの強化・地域間の交流連携の推進

地域資源を活用したあらたな産業振興やブランド形成

その他

(n=1,000)

中山間地域等の集落における生活者の生活サービスの向上や
生活基盤の充実のために力を入れていくべき事項

将来像①地域の多様性を活かした交流・連携で、持続的に発展する中国圏

将来像②産業集積や地域資源を活かした新たな挑戦で、持続的に成長する中国圏



（3）中国圏の産業の持続的な発展や競争力強化に向け、力を入れていくべき事項  

（4）中国圏が住みやすく魅力ある地域となるために、特に力を入れるべきと思われる取組 

将来像③多彩な文化と自然を活かして、多様で豊かな生活を楽しめる中国圏

33.0%

28.1%

27.2%

25.6%

25.4%

22.2%

20.3%

18.3%

18.1%

17.5%

17.0%

12.0%

11.1%

9.7%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40%

自然エネルギーの利用等による環境負荷低減型の地域づくりの推進

瀬戸内海の保全・活用

ものづくり産業の支援等による競争力の強化

基幹道路、瀬戸内海航路など交通ネットワークや情報通信ネットワークの整備

地域資源を活用した地場産業の創出

農林水産業の活性化と里地里山の保全・再生

中山間地域・離島部における暮らしの充実

産業技術の伝承、子育て支援、大学等の広域連携などによる人材育成

災害の備えとなる社会資本整備や防災体制の構築

厳島神社、石見銀山を始めとした歴史・文化の保全、活用、継承

自立的発展の拠点となる中枢都市や生活圏の中心となる中小都市の整備

ITや生活関連サービスなど新たなサービス産業の育成

日本海沿岸における北東アジアとの貿易・交流の促進

臨海部産業支援のための港湾基盤整備など国際物流機能の強化

東アジアの一員として世界との交流推進

中国圏が住みやすく魅力ある地域となるために、特に力を入れるべきと思われる取組

(n=1,000)
(3つまで選択可)

(PJ1 ものづくり産業の再構築・高度化による競争力強化プロジェクト)

(PJ5 里地・里山・里海における農林水産業再生プロジェクト)

(PJ2 臨海部産業支援のための国際物流機能強化プロジェクト) 

(PJ3 日本海沿岸における北東アジアゲートウェイプロジェクト) 

(PJ4 基幹的交通・情報ネットワーク整備プロジェクト) 

(PJ9 瀬戸内海の保全・活用プロジェクト) 

(PJ6 地場産業を創出する地域資源活用プロジェクト) 

(PJ8 中国圏の低利用資源を活用した低炭素・循環型地域づくりプロジェクト) 

(PJ7 中山間地域・島しょ部における多面的機能の保全活用と暮らし安心プロジェクト) 

(PJ10 中国圏の歴史・文化発信とまるごと観光推進プロジェクト) 

(PJ12 分散型地域構造の核となる都市整備プロジェクト)

(PJ14 美しく強靱な中国圏域づくりプロジェクト) 

(PJ11 東アジアから世界への交流推進プロジェクト) 

(PJ15 中国圏の人づくりプロジェクト) 

(PJ13 中国圏のサービス産業育成プロジェクト) 

39.8%

18.0%

14.9%

13.4%

13.4%

0.5%

0% 20% 40% 60%

地域の産業の特性を活かした技術の連携や新産業創出の推進

広域的な公共交通ネットワークの整備・拡充

企業や研究機関、大学等の連携による研究開発の促進

港湾インフラ（水島港などの産業港湾や貨物輸送に適した臨港道

路）の整備等国際物流機能の強化

日本海地域と北東アジア地域との交流・貿易の促進

その他

中国圏の産業の持続的な発展や競争力強化に向け

力を入れていくべき事項 (n=1,000)


